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夏
季
観
測

・
研
究
の
成
果
を
報
告

富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会

富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会
は
１
月

２４
日
、

東
京
大

し
小
柴
ホ
ー
ル
で
、
２
０

０
９
年
一夏
季
に
富
士
出
頂
で
実
施
し
た
観

測
と
研
究
成
果
の
報
告
会
を
開
い
た
。

会

場
に
は
１
０
０
人
以
上
が
訪
れ
、

研
究
報

告
に
卓
を
傾
け
た
。

国
か
ら
借
り
受
け
て
３
年
日
と
な
っ
た

０９
年
に
は
、

２２
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。

初
年
度
は
９
グ
ル
ー
プ
、

０８
年
度
は
１３
グ

ル
ー
プ
と
、

標
高
３
７
７
６
肝
と

い
つヽ
国

内
最
高
所
で
独
立
峰
と
い
う
条
件
を
生
か

し
た
様
々
な
研
究
は
年
々
増
え
て
い
る
。

滋
賀
県
立
大
の
永
淵
修
氏
は

「山
岳
大

気
中
の
水
銀
の
動
態
」
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

化
石
燃
料
や
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
り

大
気
中
に
排
出
さ
れ
た
ガ
ス
状
有
機
水
銀

は
、

光
化
学
反
応
に
よ
り
２
価
水
銀
ま
で

酸
化
さ
れ
、

雨
に
取
り
込
ま
れ
た
り
、

粒

子
状
水
銀
と
な

っ
て
地
表
に
沈
着
し
た
り

す
る
。

水
銀
排
出
源
の
風
下
で
は
降
水
中

の
水
銀
濃
度
が
非
汚
染
地
域
の
１
０
０
倍

に
も
な
り
、

生
態
系

へ
の
影
響
が
危
保
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

永
淵
氏
ら
は
０７
か
ら
０９
年
に
か
け
て
エ

に
山
頑
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
し
た
。

調

査
の
結
果
、

０７
年
８
月
下
旬
の
山
頂
で
は

非
常
に
高
濃
度
の
ガ
ス
状
水
銀
と
粒
子
状

水
銀
が
観
測
さ
れ
、

東
ア
ジ
ア
に
特
定
の

汚
染
源
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
と
い

ヽ
つ

。国
立
環
境
研
究
所
の
須
永
温
子
氏
は

「富
士
山
頑
に
お
け
る
Ｃ
０
２

連
続
測
定
―

無
人
越
冬
観
測
の
開
始
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
発
表
。

同
研
究
所
は
０７
年
か
ら
開

発

・
実
験
し
て
い
る
小
型
二
酸
化
炭
素
濃

度
測
定
器
を
使

っ
て
、

温
暖
化
の
要
因
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
を

集
中
測
定
し
た
。
ま
た
、

閉
所
後
も
引
き

続
き
通
年
観
測
を
行
う
た
め
、

鉛
蓄
電
池

１
０
０
個
を
山
頂
に
運
び
入
れ
、

保
温
対

策
を
施
し
設
置
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
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観
測
の
結
果
、

夏
季

の
平
均
濃
度
は
約

３
８
５

・
３

ｐ
ｐ
ｍ
で
、

昨
年
の
約
３
８

２
　
４

ｐ
ｐ
ｍ
か
ら
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
分
か

っ
た
。
ま
た
、

そ
の
後
の
無
人
観

‐―――
も
順
湖
で
、

気
圧
配
世
の
形
響
で
冬
季

↓
か
ｔｌ

■
洪
虻
が
ｌｉ
舛
す
る
Ｌ

い
う
な
節

■

‐――，，
１
，
！
―

‐，
ｉ
●
い
る

ｒ
ｌ…
い
う
”

富士山の永久凍上が減少し、コケ類以外

の高等植物は生息が見られなかった山I東部

でこれまで分布が確認されていなかったイ

ネ科などのオ直物が侵入していることが、静

岡大の増沢武弘教授の調査で分かった。

1月24日、東京大学 ・小柴ホールで開か

れた 「富士山測候所利活用に関する成果章R

告会」で、増沢教授は 「永久凍上の分布下

限が上昇しており、場所によっては部分的

に消滅しているところもある」と富士出頂

の気温上昇による影響を指摘した。

これまでの調査で永久凍上の分布は1976

年には平均値で標高3100m、 1998年には

3200mと上昇1唄向が確認されていた。増沢

教授らは昨年 8月 、永久凍土が確認されて

いた山頂付近の剣ケ峰付近と雷岩、自由北、

全明水周辺の3700m以 上の約100地点で、

深さ30～70cm以 上の穴を開け、温度セン

サーを挿入して地中温度を測った。

調査の結果、以前まで、永久凍土が確言忍

されていた場所で、凍上が確認できなかっ

た地点が複数あった。こうした結果により、

凍上の分布加減も98年よりもさらに上昇

し、連続的に分布していた永久凍上が場所

によっては部分的に消えてしまい、虫食い

状態になっていることが予測 されるとい

う。さらに、98年の調査ではみられなかった

タカネノガリヤス(イネ科)、イワツメクサ

(ナデシヨ科)の生育も確認されたという。

富士山頂の気温はこの30年間で、夏委

(6～ 8月 )で は0027度/年 、冬季 (12～

2月 )で は0054度 /年 上昇、年平均で

0037度/年 上昇 している。


